
JP 2011-227119 A 2011.11.10

10

(57)【要約】
【課題】レンズ調整量が容易に変更されることのないプ
ロジェクターを提供する。
【解決手段】プロジェクター１は、光源１１と、光源１
１から射出された光を、画像信号に応じて画像光に変調
する光変調装置（液晶ライトバルブ１２）と、光変調装
置で変調された画像光を投写する投写レンズ１３と、投
写レンズ１３に対して所定の調整動作を行うレンズ調整
機構（フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３
２、レンズシフト調整機構１３３）と、操作信号を受け
付ける操作受付部２１と、操作受付部２１が第１の操作
信号を受け付けた場合に、レンズ調整機構による所定の
調整動作を禁止するレンズ調整禁止状態に切り換える制
御部２０と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源から射出された光を、画像信号に応じて画像光に変調する光変調装置と、
　前記光変調装置で変調された前記画像光を投写する投写レンズと、
　前記投写レンズに対して所定の調整動作を行うレンズ調整機構と、
　操作信号を受け付ける操作受付部と、
　前記操作受付部が第１の操作信号を受け付けた場合に、前記レンズ調整機構による前記
所定の調整動作を禁止するレンズ調整禁止状態に切り換える制御部と、
を備えることを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターであって、
　前記レンズ調整機構による前記所定の調整動作は、
　焦点調整のためのフォーカス調整動作、または、投写画角を調整するズーム調整動作、
または、前記投写レンズを移動させることによって画像の投写位置を調整するレンズシフ
ト調整動作とすることを特徴とするプロジェクター。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のプロジェクターであって、
　前記レンズ調整禁止状態において、前記操作受付部が、前記レンズ調整機構による前記
所定の調整動作を行わせるための第２の操作信号を受け付けたときに、前記レンズ調整禁
止状態である旨の画面を投写させる調整禁止表示制御部をさらに備えることを特徴とする
プロジェクター。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　前記レンズ調整機構による前記所定の調整動作における調整量情報を記憶可能な調整量
記憶部をさらに備え、
　前記制御部は、前記操作受付部が前記第１の操作信号を受け付けると、前記調整量情報
を前記調整量記憶部に記憶させ、
　前記制御部は、前記操作受付部が第３の操作信号を受け付けると、前記調整量記憶部に
記憶された前記調整量情報に従って、前記レンズ調整機構に前記所定の調整動作を行わせ
ることを特徴とするプロジェクター。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　前記レンズ調整禁止状態において、前記制御部は、前記操作信号に基づき、前記レンズ
調整機構の前記所定の調整動作以外の制御を実行することを特徴とするプロジェクター。
【請求項６】
　光源と、前記光源から射出された光を、画像信号に応じて画像光に変調する光変調装置
と、前記光変調装置で変調された前記画像光を投写する投写レンズと、前記投写レンズに
対して所定の調整動作を行うレンズ調整機構と、操作信号を受け付ける操作受付部と、を
備えるプロジェクターの制御方法であって、
　前記操作受付部によって第１の操作信号を受け付ける第１操作受付ステップと、
　前記第１操作受付ステップによって前記第１の操作信号を受け付けた場合に、前記レン
ズ調整機構による前記所定の調整動作を禁止するレンズ調整禁止状態に切り換える制御ス
テップと、
を備えることを特徴とするプロジェクターの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクター、およびプロジェクターの制御方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、電動フォーカスや電動ズーム、電動レンズシフトといったレンズ調整機構を備え
たプロジェクターが知られている。このようなプロジェクターを使用する場面において、
プロジェクターの設置者が、電動フォーカスや電動ズーム、電動レンズシフトを最適な状
態に調整した後に、他のユーザーが、誤ってレンズ調整量（調整値）を変更してしまう場
合があった。このような誤操作を防止するために、操作キーの操作を受け付けない機能で
あるキーロック機能の設定が可能な電子機器（プロジェクター）が知られている（例えば
、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２３９７２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のプロジェクターでは、キー操作全体がロックされてしまう
ため、レンズ調整機構以外の各種機能についても、設定や変更ができなくなってしまうと
いう問題があった。また、このようなプロジェクターでは、プロジェクター本体のキー操
作はロックされるが、リモコン（リモートコントローラー）によるキー操作はロックされ
ないため、リモコンを用いて電動フォーカスや電動ズーム、電動レンズシフトの調整量が
変更されてしまう場合があった。よって、レンズ調整量が容易に変更されることのないプ
ロジェクターが求められていた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］本適用例に係るプロジェクターは、光源と、前記光源から射出された光を
、画像信号に応じて画像光に変調する光変調装置と、前記光変調装置で変調された前記画
像光を投写する投写レンズと、前記投写レンズに対して所定の調整動作を行うレンズ調整
機構と、操作信号を受け付ける操作受付部と、前記操作受付部が第１の操作信号を受け付
けた場合に、前記レンズ調整機構による前記所定の調整動作を禁止するレンズ調整禁止状
態に切り換える制御部と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　このようなプロジェクターによれば、レンズ調整機構は、投写レンズに対して所定の調
整動作を行う。制御部は、操作受付部が第１の操作信号を受け付けた場合に、レンズ調整
機構による所定の調整動作を禁止するレンズ調整禁止状態に切り換える。これにより、レ
ンズ調整禁止状態では、レンズ調整機構による所定の調整動作が禁止されるため、誤って
レンズ調整量が変更されてしまうことを防止できる。また、レンズ調整禁止状態では、例
えば、リモコン等による所定の調整動作も禁止することができる。
【０００８】
　［適用例２］上記適用例に係るプロジェクターにおいて、前記レンズ調整機構による前
記所定の調整動作は、焦点調整のためのフォーカス調整動作、または、投写画角を調整す
るズーム調整動作、または、前記投写レンズを移動させることによって画像の投写位置を
調整するレンズシフト調整動作とすることを特徴とする。
【０００９】
　このようなプロジェクターによれば、所定の調整動作は、フォーカス調整動作、または
、ズーム調整動作、または、レンズシフト調整動作とする。これにより、レンズ調整禁止
状態では、フォーカス調整動作が禁止されるため、誤ってフォーカス調整量が変更されて
しまうことを防止できる。また、レンズ調整禁止状態では、ズーム調整動作が禁止される
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ため、誤ってズーム調整量が変更されてしまうことを防止できる。また、レンズ調整禁止
状態では、レンズシフト調整動作が禁止されるため、誤ってレンズシフト調整量が変更さ
れてしまうことを防止できる。
【００１０】
　［適用例３］上記適用例に係るプロジェクターにおいて、前記レンズ調整禁止状態にお
いて、前記操作受付部が、前記レンズ調整機構による前記所定の調整動作を行わせるため
の第２の操作信号を受け付けたときに、前記レンズ調整禁止状態である旨の画面を投写さ
せる調整禁止表示制御部をさらに備えることを特徴とする。
【００１１】
　このようなプロジェクターによれば、調整禁止表示制御部は、レンズ調整禁止状態にお
いて、第２の操作信号を受け付けたときに、レンズ調整禁止状態である旨の画面を投写さ
せる。これにより、第２の操作信号を送信したユーザーは、レンズ調整禁止状態であるこ
とを認識することができる。
【００１２】
　［適用例４］上記適用例に係るプロジェクターにおいて、前記レンズ調整機構による前
記所定の調整動作における調整量情報を記憶可能な調整量記憶部をさらに備え、前記制御
部は、前記操作受付部が前記第１の操作信号を受け付けると、前記調整量情報を前記調整
量記憶部に記憶させ、前記制御部は、前記操作受付部が第３の操作信号を受け付けると、
前記調整量記憶部に記憶された前記調整量情報に従って、前記レンズ調整機構に前記所定
の調整動作を行わせることを特徴とする。
【００１３】
　このようなプロジェクターによれば、調整量記憶部は、レンズ調整機構による所定の調
整動作における調整量情報を記憶する。制御部は、第１の操作信号を受け付けると、調整
量情報を調整量記憶部に記憶させ、第３の操作信号を受け付けると、調整量記憶部に記憶
された調整量情報に従って、レンズ調整機構に所定の調整動作を行わせる。これにより、
第１の操作信号によって所望の調整量情報を記憶させておけば、誤ってレンズ調整量が変
更された場合でも、ユーザーは、第３の操作信号によって所望の調整量に戻すことができ
るため、利便性が向上する。
【００１４】
　［適用例５］上記適用例に係るプロジェクターにおいて、前記レンズ調整禁止状態にお
いて、前記制御部は、前記操作信号に基づき、前記レンズ調整機構の前記所定の調整動作
以外の制御を実行することを特徴とする。
【００１５】
　このようなプロジェクターによれば、レンズ調整禁止状態においても、ユーザーは、レ
ンズ調整機構による所定の調整動作以外の各種機能の設定や変更を行うことが可能である
ため、利便性が向上する。
【００１６】
　［適用例６］本適用例に係るプロジェクターの制御方法は、光源と、前記光源から射出
された光を、画像信号に応じて画像光に変調する光変調装置と、前記光変調装置で変調さ
れた前記画像光を投写する投写レンズと、前記投写レンズに対して所定の調整動作を行う
レンズ調整機構と、操作信号を受け付ける操作受付部と、を備えるプロジェクターの制御
方法であって、前記操作受付部によって第１の操作信号を受け付ける第１操作受付ステッ
プと、前記第１操作受付ステップによって前記第１の操作信号を受け付けた場合に、前記
レンズ調整機構による前記所定の調整動作を禁止するレンズ調整禁止状態に切り換える制
御ステップと、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　このようなプロジェクターの制御方法によれば、レンズ調整禁止状態では、レンズ調整
機構による所定の調整動作が禁止されるため、誤ってレンズ調整量が変更されてしまうこ
とを防止できる。
【００１８】
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　また、上述したプロジェクターおよびその制御方法がプロジェクターに備えられたコン
ピューターを用いて構築されている場合には、上記形態および上記適用例は、その機能を
実現するためのプログラム、あるいは当該プログラムを前記コンピューターで読み取り可
能に記録した記録媒体等の態様で構成することも可能である。記録媒体としては、フレキ
シブルディスクやハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Read Only Memory）、
ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）、Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標）、光磁気デ
ィスク、不揮発性メモリーカード、プロジェクターの内部記憶装置（ＲＡＭ（Random Acc
ess Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）等の半導体メモリー）、及び外部記憶装置（
ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリー等）等、前記コンピューターが読み取り可能な
種々の媒体を利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】プロジェクターの概略構成を示すブロック図。
【図２】レンズ調整機構の操作禁止設定メニュー画面の説明図。
【図３】レンズ調整禁止の設定操作を受け付けた際の処理のフローチャート。
【図４】レンズ調整開始信号を受け付けた際の処理のフローチャート。
【図５】レンズ調整禁止表示画面の説明図であり、（ａ）は、レンズ調整禁止メッセージ
画面の説明図、（ｂ）は、レンズ調整禁止アイコン画面の説明図。
【図６】レンズ調整量の復元操作メニュー画面の説明図。
【図７】レンズ調整量の復元操作を受け付けた際の処理のフローチャート。
【図８】レンズ調整量未記憶メッセージ画面の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、実施形態について説明する。
【００２１】
　（実施形態）
  本実施形態では、レンズ調整機構の調整動作を禁止可能なプロジェクターについて説明
する。
【００２２】
　図１は、本実施形態に係るプロジェクターの概略構成を示すブロック図である。図１を
使用して、プロジェクター１の内部構成について説明する。
【００２３】
　プロジェクター１は、画像投写部１０、制御部２０、操作受付部２１、信号受信部２２
、光源制御部２３、フォーカス制御部２４、ズーム制御部２５、レンズシフト制御部２６
、調整量記憶部２７、画像信号入力部３０、画像処理部３１、ＯＳＤ（オンスクリーンデ
ィスプレイ）処理部３２、リモコン５０等を備えている。
【００２４】
　画像投写部１０は、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプ等の放電型光源や、ＬＥ
Ｄ（Light Emitting Diode）やレーザー等の固体光源からなる光源１１と、光変調装置と
しての液晶ライトバルブ１２と、投写レンズ１３と、液晶ライトバルブ１２を駆動するラ
イトバルブ駆動部１４と、フォーカス調整機構１３１と、ズーム調整機構１３２と、レン
ズシフト調整機構１３３とを備えている。
【００２５】
　液晶ライトバルブ１２は、一対の透明基板間に液晶が封入された透過型液晶パネル等に
よって構成される。ライトバルブ駆動部１４の駆動によって、液晶ライトバルブ１２の各
画素に画像信号に応じた駆動電圧が印加されると、各画素は、画像信号に応じた光透過率
で光源光を透過させる。
【００２６】
　光源１１から射出された光は、この液晶ライトバルブ１２を透過することによって変調
され、変調後の光が投写レンズ１３によって投写されることにより、スクリーンＳＣ等に
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画像信号に応じた画像が表示される。
【００２７】
　投写レンズ１３は、フォーカスレンズ１３ａを有しており、フォーカスレンズ１３ａの
位置を移動することで焦点調整（フォーカス調整）を可能としている。また、投写レンズ
１３は、ズームレンズ１３ｂを有しており、ズーム状態を変更することで投写画角の調整
を可能としている。
【００２８】
　フォーカス調整機構１３１は、モーターおよびギヤ等により構成され、フォーカス制御
部２４からの制御に基づいて、フォーカスレンズ１３ａを駆動（移動）し、フォーカス調
整を行う。また、フォーカス調整機構１３１は、フォーカスレンズ１３ａの位置をフォー
カス量として検出する。そして、検出結果であるフォーカス量をフォーカス制御部２４に
出力する。本実施形態では、フォーカス量を検出する方法としては、フォーカスレンズ１
３ａの変化量をエンコーダー等によって検出する。なお、フォーカス量を検出する他の方
法としては、フォーカス調整機構１３１のモーターをステッピングモーターとし、そのス
テッピングモーターのステップ数に基づいて検出するようにしてもよい。
【００２９】
　ズーム調整機構１３２は、モーターおよびギヤ等により構成され、ズーム制御部２５か
らの制御に基づいて、ズームレンズ１３ｂを駆動（移動）し、ズーム調整を行う。また、
ズーム調整機構１３２は、ズームレンズ１３ｂのズーム状態をズーム量として検出する。
そして、検出結果であるズーム量をズーム制御部２５に出力する。本実施形態では、ズー
ム量を検出する方法としては、ズームレンズ１３ｂの変化量をエンコーダー等によって検
出する。なお、ズーム量を検出する他の方法としては、ズーム調整機構１３２のモーター
をステッピングモーターとし、そのステッピングモーターのステップ数に基づいて検出す
るようにしてもよい。
【００３０】
　レンズシフト調整機構１３３は、投写レンズ１３を移動させるモーターおよびギヤ等に
より構成され、レンズシフト制御部２６からの制御に基づいて、投写レンズ１３を移動さ
せ、これにより投写画像の投写位置を変更する。また、レンズシフト調整機構１３３は、
投写レンズ１３のレンズシフト状態をレンズシフト量として検出する。そして、検出結果
であるレンズシフト量をレンズシフト制御部２６に出力する。本実施形態では、レンズシ
フト量を検出する方法としては、投写レンズ１３の位置変化量をエンコーダー等によって
検出する。なお、レンズシフト量を検出する他の方法としては、レンズシフト調整機構１
３３のモーターをステッピングモーターとし、そのステッピングモーターのステップ数に
基づいて検出するようにしてもよい。
【００３１】
　上述したフォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト調整
機構１３３がレンズ調整機構に相当する。また、上述したフォーカス量、ズーム量、およ
びレンズシフト量が調整量情報に相当する。
【００３２】
　制御部２０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、各種データの一時記憶等に用い
られるＲＡＭ、および、マスクＲＯＭやフラッシュメモリー、ＦｅＲＡＭ（Ferroelectri
c RAM：強誘電体メモリー）等の不揮発性のメモリー等（いずれも図示せず）を備え、コ
ンピューターとして機能するものである。制御部２０は、ＣＰＵが不揮発性のメモリーに
記憶されている制御プログラムに従って動作することにより、プロジェクター１の動作を
統括制御する。また、制御部２０は、不揮発性のメモリーとして、レンズ調整許可状態や
レンズ調整禁止状態を記憶するレンズ調整状態フラグ２０ａを有している。
【００３３】
　操作受付部２１は、プロジェクター１に対して各種指示を行うための複数のキー等を備
えている。操作受付部２１が備えるキーとしては、電源のオン／オフを行うための「電源
キー」や、入力された画像信号を切り換えるための「入力切換キー」、各種設定を行うた
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めのメニュー画面の表示／非表示を切り換える「メニューキー」、フォーカス調整を開始
するための「フォーカス調整開始キー」、ズーム調整を開始するための「ズーム調整開始
キー」、レンズシフト調整を開始するための「レンズシフト調整開始キー」、メニュー画
面におけるカーソルの移動や各レンズ調整状態における調整量の変更等に用いられる「カ
ーソルキー」、各種設定を決定するための「決定キー」等がある。ユーザーが操作受付部
２１を操作すると、操作受付部２１は、ユーザーの操作内容に応じた制御情報を制御部２
０に出力する。
【００３４】
　リモコン５０は、ユーザーの操作内容に応じた赤外線等の操作信号を発し、プロジェク
ター１の本体に対して各種指示を行う。リモコン５０は、筐体で覆われた構成を有してお
り、その表面には、複数のキーを備えている。リモコン５０が備えるキーとしては、プロ
ジェクター１の電源のオン／オフを行うための「電源キー」や、入力された画像信号を切
り換えるための「入力切換キー」、各種設定を行うためのメニュー画面の表示／非表示を
切り換える「メニューキー」、フォーカス調整を開始するための「フォーカス調整開始キ
ー」、ズーム調整を開始するための「ズーム調整開始キー」、レンズシフト調整を開始す
るための「レンズシフト調整開始キー」、メニュー画面におけるカーソルの移動や各レン
ズ調整状態における調整量の変更等に用いられる「カーソルキー」、各種設定を決定する
ための「決定キー」等がある。リモコン５０が発した操作信号は、信号受信部２２が受信
する。
【００３５】
　信号受信部２２は、赤外線受信モジュール等を有して構成され、リモコン５０から発せ
られた操作信号を受信し、制御情報として制御部２０に出力する。
【００３６】
　光源制御部２３は、制御部２０の指示に基づいて、光源１１に対する電力の供給と停止
とを制御し、光源１１の点灯および消灯を切り換える。
【００３７】
　フォーカス制御部２４は、制御部２０の指示に基づいて、フォーカス調整機構１３１を
制御してフォーカスレンズ１３ａを移動させ、フォーカス調整を行う。また、フォーカス
制御部２４は、フォーカス調整機構１３１からフォーカス量を入力し、制御部２０に出力
する。
【００３８】
　ズーム制御部２５は、制御部２０の指示に基づいて、ズーム調整機構１３２を制御して
ズームレンズ１３ｂを移動させ、ズーム調整を行う。また、ズーム制御部２５は、ズーム
調整機構１３２からズーム量を入力し、制御部２０に出力する。
【００３９】
　レンズシフト制御部２６は、制御部２０の指示に基づいて、レンズシフト調整機構１３
３を制御して投写レンズ１３を移動させ、レンズシフト調整を行う。また、レンズシフト
制御部２６は、レンズシフト調整機構１３３からレンズシフト量を入力し、制御部２０に
出力する。
【００４０】
　調整量記憶部２７は、不揮発性のメモリーからなり、レンズ調整機構の操作禁止設定が
なされたときのフォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量を記憶する。調整量記憶
部２７に対するフォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量の書き込みは、制御部２
０が行う。また、記憶されたフォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量は、制御部
２０によって読み出される。
【００４１】
　画像信号入力部３０には、パーソナルコンピューターやビデオ再生装置、メモリーカー
ド、ＵＳＢストレージ、デジタルカメラ等、外部の画像供給装置（図示せず）とケーブル
を介した接続を行うための各種の画像入力端子が備えられており、画像供給装置から画像
信号が入力される。画像信号入力部３０は、入力される画像信号を、画像処理部３１で処



(8) JP 2011-227119 A 2011.11.10

10

20

30

40

50

理可能な形式の画像データに変換して、画像処理部３１に出力する。
【００４２】
　画像処理部３１は、制御部２０の指示に基づいて、画像信号入力部３０から入力される
画像データに対して、明るさ、コントラスト、シャープネス、色合い等の調整や、ガンマ
補正等の各種画質調整を施す。画像処理部３１は、このような調整および処理を行った画
像データをＯＳＤ処理部３２に出力する。
【００４３】
　ＯＳＤ処理部３２は、制御部２０の指示に基づいて、メニュー画面やメッセージ画面等
のＯＳＤ画像を、画像処理部３１から入力される画像データに重畳する処理を行う。ＯＳ
Ｄ処理部３２は、図示しないＯＳＤメモリーを備えており、ＯＳＤ画像を形成するための
図形やフォント等を表すＯＳＤ画像データを記憶している。制御部２０が、ＯＳＤ画像の
重畳を指示すると、ＯＳＤ処理部３２は、必要なＯＳＤ画像データをＯＳＤメモリーから
読み出し、入力画像の所定の位置にＯＳＤ画像が重畳されるように、画像処理部３１から
入力される画像データにこのＯＳＤ画像データを合成する。ＯＳＤ画像データが合成され
た画像データは、ライトバルブ駆動部１４に出力される。なお、制御部２０からＯＳＤ画
像を重畳する旨の指示がない場合には、ＯＳＤ処理部３２は、画像処理部３１から出力さ
れる画像データを、そのままライトバルブ駆動部１４に出力する。
【００４４】
　ライトバルブ駆動部１４が、ＯＳＤ処理部３２から入力される画像データに従って液晶
ライトバルブ１２を駆動すると、液晶ライトバルブ１２は、光源１１から入射する光を、
画像データに応じて画像光に変調し、この画像光が投写レンズ１３から投写される。
【００４５】
　次に、フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト調整機
構１３３の３つのレンズ調整機構を操作禁止にする設定方法について説明する。レンズ調
整機構の操作禁止設定は、ユーザーが操作受付部２１またはリモコン５０を操作してメニ
ュー画面から設定するものとする。
【００４６】
　図２は、レンズ調整機構の操作禁止設定メニュー画面の説明図である。レンズ調整機構
の操作禁止設定メニュー画面Ｍ１は、プロジェクター１のフォーカス調整機構１３１、ズ
ーム調整機構１３２、およびレンズシフト調整機構１３３の３つのレンズ調整機構の操作
禁止設定をユーザーに選択させるためのメニュー画面である。本実施形態では、レンズ調
整機構の操作禁止設定メニュー画面Ｍ１は、ＯＳＤ表示とし、制御部２０がＯＳＤ処理部
３２に指示を行って表示させる。
【００４７】
　図２に示すように、レンズ調整機構の操作禁止設定メニュー画面Ｍ１の最上部には、レ
ンズ調整機構の操作禁止設定メニュー画面であることを示す「レンズ調整機構の操作禁止
設定」の文字列が表示されている。その下には、レンズ調整機構の操作禁止設定を説明す
るための「レンズ調整機構（フォーカス、ズーム、レンズシフト）の操作を禁止しますか
？」の文字列が表示されている。さらに、画面中央には、「禁止しない」と「禁止する」
の選択肢が表示されている。そして、画面下部には、キー入力手順についての説明が表示
されている。
【００４８】
　ユーザーが操作受付部２１またはリモコン５０を操作して、画面上で「禁止しない」を
選択すると、制御部２０は、プロジェクター１の状態をレンズ調整機構の動作（操作）を
許可するレンズ調整許可状態に切り換える。また、ユーザーが「禁止する」を選択すると
、制御部２０は、プロジェクター１の状態をレンズ調整機構の動作（操作）を禁止するレ
ンズ調整禁止状態に切り換える。ここで、制御部２０は、レンズ調整状態フラグ２０ａに
、レンズ調整許可状態やレンズ調整禁止状態を記憶するものとする。
【００４９】
　次に、プロジェクター１がレンズ調整禁止の設定操作を受け付けた際の処理について説
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明する。ここで、レンズ調整禁止の設定操作が、第１の操作信号に相当する。
  図３は、プロジェクター１がレンズ調整禁止の設定操作を受け付けた際の処理のフロー
チャートである。
【００５０】
　レンズ調整機構の操作禁止設定メニュー画面Ｍ１によって、レンズ調整禁止の設定操作
を受け付ける（ステップＳ１０１）と、制御部２０は、調整量情報としてフォーカス量、
ズーム量、およびレンズシフト量を、フォーカス制御部２４、ズーム制御部２５、および
レンズシフト制御部２６から入力して調整量記憶部２７に記憶させる（ステップＳ１０２
）。そして、制御部２０は、プロジェクター１をレンズ調整禁止状態に切り換える（ステ
ップＳ１０３）。このとき、制御部２０は、レンズ調整状態フラグ２０ａにレンズ調整禁
止状態を記憶する。そして、プロジェクター１がレンズ調整禁止の設定操作を受け付けた
際の処理を終了する。
【００５１】
　次に、プロジェクター１がレンズ調整開始信号を受け付けた際の処理について説明する
。ユーザーが操作受付部２１やリモコン５０に備わるフォーカス調整開始キーやズーム調
整開始キー、レンズシフト調整開始キー等のレンズ調整開始キーを押下すると、レンズ調
整開始信号が制御部２０に通知される。ここで、レンズ調整開始信号が第２の操作信号に
相当する。
  図４は、プロジェクター１がレンズ調整開始信号を受け付けた際の処理のフローチャー
トである。
【００５２】
　制御部２０が、レンズ調整開始信号を受け付ける（ステップＳ２０１）と、制御部２０
は、レンズ調整状態フラグ２０ａを参照してレンズ調整禁止状態となっているか否かを判
断する（ステップＳ２０２）。レンズ調整禁止状態となっていれば（ステップＳ２０２：
ＹＥＳ）、制御部２０は、ＯＳＤ処理部３２に指示を出してレンズ調整禁止である旨を表
すレンズ調整禁止表示画面を表示させる（ステップＳ２０３）。このときの制御部２０お
よびＯＳＤ処理部３２が、調整禁止表示制御部に相当する。そして、プロジェクター１が
レンズ調整開始信号を受け付けた際の処理を終了する。
【００５３】
　ここで、レンズ調整禁止である旨を表すレンズ調整禁止表示画面について説明する。
  図５は、レンズ調整禁止表示画面の説明図であり、図５（ａ）は、レンズ調整禁止メッ
セージ画面の説明図であり、図５（ｂ）は、レンズ調整禁止アイコン画面の説明図である
。なお、レンズ調整禁止表示画面は、図５（ａ）のようにレンズ調整禁止メッセージ画面
Ｍ２を表示してもよいし、図５（ｂ）のようにレンズ調整禁止アイコン画面Ｍ３を表示し
てもよい。
【００５４】
　図５（ａ）に示すように、レンズ調整禁止メッセージ画面Ｍ２では、「レンズ調整機構
の操作は禁止されています」の文字列が表示される。また、図５（ｂ）に示すように、レ
ンズ調整禁止アイコン画面Ｍ３では、錠を表すアイコンＧ１が表示される。
【００５５】
　図４に戻り、レンズ調整禁止状態となっていない場合、即ちレンズ調整許可状態となっ
ている場合（ステップＳ２０２：ＮＯ）、制御部２０は、レンズ調整可能なモードである
レンズ調整モードに移行させる（ステップＳ２０４）。なお、レンズ調整モードでは、カ
ーソルキーの操作によって、フォーカス調整やズーム調整、レンズシフト調整を可能とす
る。そして、プロジェクター１がレンズ調整開始信号を受け付けた際の処理を終了する。
【００５６】
　上述したように、プロジェクター１は、レンズ調整開始信号を受信した際に、レンズ調
整禁止状態となっている場合は、レンズ調整禁止である旨の表示を行って、レンズ調整モ
ードには移行しない。また、レンズ調整許可状態となっている場合は、レンズ調整モード
に移行する。なお、レンズ調整禁止状態では、レンズ調整操作以外の各種機能についての
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設定や変更を行うことが可能である。即ち、レンズ調整禁止状態においても、電源のオン
／オフ、入力信号の切り換え、各種設定を行うためのメニュー画面の表示／非表示などの
操作を行うことが可能である。
【００５７】
　次に、調整量記憶部２７に記憶されたフォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量
となるように、フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト
調整機構１３３を駆動させる操作（以降、「レンズ調整量の復元操作」と呼ぶ）について
説明する。レンズ調整量の復元操作は、ユーザーが操作受付部２１またはリモコン５０を
操作してメニュー画面から行うものとする。
【００５８】
　図６は、レンズ調整量の復元操作メニュー画面の説明図である。レンズ調整量の復元操
作メニュー画面Ｍ４は、プロジェクター１のフォーカス量、ズーム量、およびレンズシフ
ト量の３つのレンズ調整量を、ユーザーに復元させるためのメニュー画面である。復元す
るレンズ調整量は、調整量記憶部２７に記憶されているフォーカス量、ズーム量、および
レンズシフト量である。本実施形態では、レンズ調整量の復元操作メニュー画面Ｍ４は、
ＯＳＤ表示とし、制御部２０がＯＳＤ処理部３２に指示を行って表示させる。
【００５９】
　図６に示すように、レンズ調整量の復元操作メニュー画面Ｍ４の最上部には、レンズ調
整量の復元操作メニュー画面であることを示す「レンズ調整量の復元」の文字列が表示さ
れている。その下には、レンズ調整量の復元操作を説明するための「レンズ調整機構（フ
ォーカス、ズーム、レンズシフト）の調整量を復元しますか？」の文字列が表示されてい
る。さらに、画面中央には、「復元しない」と「復元する」の選択肢が表示されている。
そして、画面下部には、キー入力手順についての説明が表示されている。
【００６０】
　ユーザーが操作受付部２１またはリモコン５０を操作して、画面上で「復元しない」を
選択すると、制御部２０は、レンズ調整量の復元は行わない。また、ユーザーが「復元す
る」を選択すると、制御部２０は、フォーカス制御部２４、ズーム制御部２５、およびレ
ンズシフト制御部２６に指示を出して、調整量記憶部２７に記憶されているフォーカス量
、ズーム量、およびレンズシフト量となるように、フォーカス調整機構１３１、ズーム調
整機構１３２、およびレンズシフト調整機構１３３を駆動させる。
【００６１】
　次に、プロジェクター１がレンズ調整量の復元操作を受け付けた際の処理について説明
する。ここで、レンズ調整量の復元操作が第３の操作信号に相当する。
  図７は、プロジェクター１がレンズ調整量の復元操作を受け付けた際の処理のフローチ
ャートである。
【００６２】
　レンズ調整量の復元操作メニュー画面Ｍ４によって、レンズ調整量の復元操作を受け付
ける（ステップＳ３０１）と、制御部２０は、調整量記憶部２７に調整量情報が記憶され
ているか否かを判断する（ステップＳ３０２）。調整量情報が記憶されていれば（ステッ
プＳ３０２：ＹＥＳ）、制御部２０は、フォーカス制御部２４、ズーム制御部２５、およ
びレンズシフト制御部２６に指示を出して、調整量記憶部２７に記憶されているフォーカ
ス量、ズーム量、およびレンズシフト量となるように、フォーカス調整機構１３１、ズー
ム調整機構１３２、およびレンズシフト調整機構１３３を駆動させる（ステップＳ３０３
）。
【００６３】
　調整量情報が記憶されていなければ（ステップＳ３０２：ＮＯ）、制御部２０は、調整
量情報が記憶されていない旨を表すレンズ調整量未記憶メッセージ画面を表示する（ステ
ップＳ３０４）。そして、プロジェクター１がレンズ調整量の復元操作を受け付けた際の
処理を終了する。
【００６４】
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　ここで、レンズ調整量が記憶されていない旨を表すレンズ調整量未記憶メッセージ画面
について説明する。
  図８は、レンズ調整量未記憶メッセージ画面の説明図である。図８に示すように、レン
ズ調整量未記憶メッセージ画面Ｍ５では、「レンズ調整量情報が記憶されていません」の
文字列が表示される。
【００６５】
　上述したように、プロジェクター１は、レンズ調整量の復元操作を受け付けると、調整
量情報が記憶されていれば、レンズ調整量を復元することができる。
【００６６】
　上述した実施形態によれば、以下の効果が得られる。
  （１）プロジェクター１は、レンズ調整禁止の設定操作を受け付けた場合に、フォーカ
ス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト調整機構１３３による調
整動作（操作）を禁止するレンズ調整禁止状態に切り換える。これにより、レンズ調整禁
止状態では、フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト調
整機構１３３によるレンズ調整操作が禁止されるため、誤ってフォーカス量、ズーム量、
およびレンズシフト量が変更されてしまうことを防止することができる。また、ユーザー
は、操作受付部２１またはリモコン５０のいずれを用いてもレンズ調整操作を行うことが
できないため、フォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量の変更を防止することが
できる。また、レンズ調整禁止状態においても、ユーザーは、レンズ調整操作以外の各種
機能についての設定や変更を行うことが可能であるため、利便性が向上する。
【００６７】
　（２）プロジェクター１は、レンズ調整開始信号を受け付けたときに、レンズ調整禁止
状態であれば、レンズ調整禁止メッセージ画面Ｍ２またはレンズ調整禁止アイコン画面Ｍ
３の表示を行う。これにより、レンズ調整開始信号を送信したユーザーは、レンズ調整禁
止状態であることを認識することができるため、有益である。
【００６８】
　（３）プロジェクター１は、レンズ調整禁止の設定操作を受け付けると、フォーカス量
、ズーム量、およびレンズシフト量を調整量記憶部２７に記憶させる。そして、プロジェ
クター１は、レンズ調整量の復元操作を受け付けると、調整量記憶部２７に記憶されたフ
ォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量となるように、フォーカス調整機構１３１
、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト調整機構１３３を駆動させる。これにより
、誤ってレンズ調整量が変更された場合でも、ユーザーは、レンズ調整量の復元操作によ
って所望の調整量に戻すことができるため、利便性が向上する。
【００６９】
　なお、上述した実施形態に限定されず、種々の変更や改良等を加えて実施することが可
能である。変形例を以下に述べる。
【００７０】
　（変形例１）上記実施形態では、プロジェクター１は、レンズ調整禁止の設定操作によ
って、フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト調整機構
１３３を調整禁止としているが、フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、お
よびレンズシフト調整機構１３３のうち、少なくとも１つを調整禁止としてもよい。例え
ば、フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシフト調整機構１
３３を個別に調整禁止に設定してもよい。
【００７１】
　（変形例２）上記実施形態では、プロジェクター１は、レンズ調整量の復元操作によっ
て、フォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量を復元するものとしているが、フォ
ーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量のうち、少なくとも１つを復元するものとし
てもよい。例えば、フォーカス調整機構１３１、ズーム調整機構１３２、およびレンズシ
フト調整機構１３３を個別に復元してもよい。
【００７２】
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　（変形例３）上記実施形態では、プロジェクター１は、レンズ調整禁止の設定操作を第
１の操作信号として、フォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量を調整量記憶部２
７に記憶しているが、他の所定の操作や所定の信号によって、フォーカス量、ズーム量、
およびレンズシフト量を調整量記憶部２７に記憶してもよい。こうすれば、所望のタイミ
ングでフォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量を調整量記憶部２７に記憶するこ
とができる。また、フォーカス量、ズーム量、およびレンズシフト量をそれぞれ複数個、
調整量記憶部２７に記憶してもよい。こうすれば、プロジェクター１のフォーカス量、ズ
ーム量、およびレンズシフト量を設置場所に応じて記憶し、復元することができる。
【００７３】
　（変形例４）上記実施形態では、プロジェクター１は、レンズ調整開始信号、レンズ調
整禁止の設定操作、およびレンズ調整量の復元操作は、操作受付部２１またはリモコン５
０により操作されるものとした。しかし、プロジェクター１は、さらに通信部（図示せず
）を有して、所定の通信手段を用いて外部のコンピューター等の電子機器からレンズ調整
開始信号、レンズ調整禁止の設定操作信号、およびレンズ調整量の復元操作信号を受信し
てもよい。通信部が用いる所定の通信手段は、ＩＰ（Internet Protocol）ネットワーク
通信を用いた通信手段としてもよいし、ＲＳ－２３２ＣやＵＳＢによる通信を用いた通信
手段としてもよい。また、これらに限定されず、その他の通信手段を用いてもよい。
【００７４】
　（変形例５）上記実施形態では、リモコン５０と信号受信部２２との通信手段は、赤外
線通信による通信手段としたが、これに限定するものではない。例えば、無線通信用電波
を用いる通信手段としてもよい。
【００７５】
　（変形例６）上記実施形態では、光変調装置として、透過型の液晶ライトバルブ１２を
用いているが、反射型の液晶ライトバルブ等、反射型の光変調装置を用いることも可能で
ある。また、入射した光の射出方向を、画素としてのマイクロミラー毎に制御することに
より、光源から射出した光を変調する微小ミラーアレイデバイス等を用いることもできる
。
【符号の説明】
【００７６】
　１…プロジェクター、１０…画像投写部、１１…光源、１２…液晶ライトバルブ、１３
…投写レンズ、１３ａ…フォーカスレンズ、１３ｂ…ズームレンズ、１４…ライトバルブ
駆動部、２０…制御部、２０ａ…レンズ調整状態フラグ、２１…操作受付部、２２…信号
受信部、２３…光源制御部、２４…フォーカス制御部、２５…ズーム制御部、２６…レン
ズシフト制御部、２７…調整量記憶部、３０…画像信号入力部、３１…画像処理部、３２
…ＯＳＤ処理部、５０…リモコン、１３１…フォーカス調整機構、１３２…ズーム調整機
構、１３３…レンズシフト調整機構、Ｍ１…レンズ調整機構の操作禁止設定メニュー画面
、Ｍ２…レンズ調整禁止メッセージ画面、Ｍ３…レンズ調整禁止アイコン画面、Ｍ４…レ
ンズ調整量の復元操作メニュー画面、Ｍ５…レンズ調整量未記憶メッセージ画面。
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